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児童文学を通して見た６０年代アメリカの子どもの生活 
American Children’s Life in 1960’s Juvenile Literature 
 
 
 
 
 
 
 
1960 年代にアメリカで発表されたＥ．Ｌ．カニグズバーグとべ 
バリー・クリアリーの作品に描かれる、当時の小学生や幼稚園 
児の日常生活を中心に、典型的アメリカ人が持ち続けている基 
本精神や価値観の根幹となる、教育と子どもの文化について論 
述する。 
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1. はじめに  
 数年前から、それまで何十年と疎遠になってい
た児童文学を図書館で手にするようになり、Ｅ．
Ｌ．カニグズバーグ（1930~2013）の『クローディ
アの秘密』（松永ふみ子訳、原題は From the 
Mixed-up Files of Mrs. Basil E. Frankweiler 
1967 年、）に出会った時、同世代のアメリカ人が
小学校時代受けていた教育が私たちのそれとはか
なり違っていることに改めて気づかされた。その
後、べバリー・クリアリー（1916－）の『ラモー
ナは豆台風』(松岡享子訳、原題はRamona the Pest, 
1968 年)では、日本の「幼稚園」の概念とは少し
異なるアメリカの”kindergarten”で子どもが受
ける教育を知り、それがその後のアメリカ人のメ
ンタリティ形成にも大きく関係していることを知
るに至った。 
 この小論では上記の作品に加え、同じく 60 年
代に発表されたカニグズバーグの『魔女ジェニフ
ァとわたし』（松永ふみ子訳、原題は Jennifer, 
Hecate, Macbeth, William McKinley, and Me, 
Elizabeth, 1967 年）、『ベーグル・チームの作戦』
（松永ふみ子訳、原題はAbout the B’nai Bagels, 
1969 年）、そして 80 年代になってから書かれた
クリアリーの『ラモーナ、八歳になる』（原題は
Ramona Quinby, Age 8, 1981 年）『ラモーナと新
しい家族』（原題はRamona Forever, 1984 年）を
取り上げ、20 年間に生じた子どもの生活の変化を
明らかにしながら、アメリカと日本の教育の違い、
その結果培われる両国民の価値観の違いについて
述べることとする。 
 
2.  『クローディアの秘密」 
 クローディア・キンケイドはニューヨーク近郊
の中産階級の家庭に暮らす１１歳の女の子である。
３人の弟がおり、成績優秀、家でも弟たちの面倒
をよく見る娘だが、そういう「良い子」を演じる
ことが嫌になり、家出を計画する。行先はメトロ
ポリタン美術館、一緒に行こうと誘うのは、弟の
中で一番経済観念がしっかりしていて小金を貯め
ている９歳のジェイミーだ。音楽のお稽古のある
日に、ヴァイオリンとトランペットのケースの中
に清潔な下着をいっぱい詰めて、スクールバスの
運転手の目を上手くかわし、マンハッタンまで電
車で行く。グランドセントラル駅からメトロポリ
タン美術館まで、クローディアはタクシーで移動
しようとするが、しっかり者のジェイミーはそれ
を阻止し、二人は徒歩で目的地まで行くことにな
る。二人はともに小学生、タクシーに乗ろうとす
るクローディアも、筆者が小学生だった頃を考え
ると非常に大胆に思えるが、たった９歳のジェイ
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ミーの冷静さ、賢さには驚かされる。 
 家出先をメトロポリタン美術館に決め、そこで
１週間寝泊りするクローディアの知性と好奇心、
忘れ物のニューヨークタイムズを読み、展示され
ている「天使の像」がミケランジェロの作ではな
いかと図書館で調べあげ、自分たちで私書箱を開
き、自分たちの発見を美術館に知らせ、「像」を寄
贈した大富豪のフランクワイラー夫人のもとを訪
れ謎を解き明かそうとする行動力には、舌を巻く。
その上二人は終日美術館の中だけで過ごすのでは
なく、前述のように図書館や郵便局、そして国連
にまで出かけて、ガイド付きツアーにも参加する
のだ。 
 ではどうして彼女は美術館を家出先に選んだの
か、そして平日に子どもだけで美術館に何度も出
入りしているにもかかわらず、どうして誰も怪し
まなかったのか。 
 英米の美術館を訪れると、遠足などで小学生た
ちがやってきて、熱心に学芸員の話を聞いたり、
絵の模写をしたりする姿を目にするが、日本でも
１９８０年代の後半、週休２日制の導入以後各地
の博物館や美術館で小中学生、あるいはもっと幼
い年齢の子どもを対象にした企画を提供するよう
になった。 
しかし、英米のこのような教育プログラムの歴
史は古く、１９世紀後半にはすでに学校からの集
団訪問は行われており、それに対応する学芸員も
存在していた。おそらく様々な試行錯誤の末、例
えば現代のアメリカの場合、学芸員による一方的
な説明を聞くのではなく、決められた展示室の中
で一番好きな絵を探して模写をしてみるとか、一
番嫌いな絵を探してその理由をみんなの前で発表
するなど、子どもたちが主体的に楽しみながら学
ぶ工夫がなされている。一方日本においては２１
世紀の今でもすべての小中学校で美術館体験をさ
せているわけではない。未だに美術館に行ったこ
とがない、と言う現役の大学生が多く存在する日
本に比べ、美術館を身近に感じられる点において
欧米は大変恵まれている。 
そのような理由で、クローディアにとって美術
館は、知的好奇心を満足させてくれる馴染みの場
所であり、また美術館の守衛にとっても、毎日大
勢の子どもたちが押し掛けるわけであるからクロ
ーディア姉弟の姿は別段印象に残らないので、家
出先としては好都合なのである。また、日本の美
術館と決定的に違うのは、入場料が要らない点で
ある。従って家出中の小学生が安心して雨風をし
のげる場所となる。今でも、メトロポリタン美術
館の入場に関しては、寄付という形で金額は決ま
っていないし、１ドル寄付するだけで人類の遺産
を享受できる。一方国連ビルの方は、一人５０セ
ントと少額とは言え、入場券を買わなければなら
ないので、受付の女性に「今日は学校は休みなの
か」と尋ねられる。その質問を上手くかわすジェ
イミーの対応の仕方も、堂々としていてとても９
歳の少年とは思えない。 
次に子どもの躾として、何か親の意に反するこ
とをした場合、クローディアたちにはどういう罰
則があるのか見てみたい。西海岸や都会では、た
とえ親であっても子どもに体罰を与えることは認
められなくなってきているが、今でも中部や南部
では親だけでなく学校での体罰も法律で認めてい
るところがある。奨励されているわけではないが、
お尻を棒やベルトなどで叩くスパンクは結構行わ
れているようで、少々意外である。クローディア
たちの暮らしていた６０年代のアメリカでは、当
然都市部でもスパンクは行われていたであろうが、
キンケイド家の罰はお小遣いを引かれることであ
る。もともと良い子のクローディアであるから、
悪いことをしたわけでは無いのだが、朝ベッドメ
イキングを忘れたぐらいでもお小遣いを引かれて
いる。その中で、ジェイミーは頭を使い小金を貯
めて日本製のトランジスタラジオを自分で買って
いる。このようなキンケイド家の罰則は子どもの
自立を促す手段と言えるかもしれない。 
お小遣いをやりくりしてクローディアが毎週楽
しみにしているおやつとしてホット・チョコレー
トサンディという食べ物が登場する。原文で
は”hot fudge”と書かれている食べ物で、バニラア
イスクリームにチョコレートソースをかけ、その
上にナッツを散りばめたデザートである。今でこ
そ、近隣のスーパーで気軽に買えるおやつにも思
えるが、60 年代の日本の小学生にとっては、週に
一度自分のお金で買えるようなものではなかった。
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またもっと手軽なものではあるが、母親が大量に
アイスクリームを買って冷凍庫に常備していると
いうのも、当時の日本の子どもの目から見たら、
非常に羨ましい暮らしである。60 年代というのは、
日本は高度経済成長の真っ最中にあったとは言
え、、やはり平均的な日本人から見ればアメリカは
豊かさの象徴だったのである。  
 
３「魔女ジェニファとわたし」 
 次に取り上げるのは「クローディアの秘密」と
同じ年に発表されたカニグズバーグの「魔女ジェ
ニファとわたし」である。これは同じ作者の手に
よるものでありながら、「クローディアの秘密」と
ニューベリー賞を争った作品でもある。物語はハ
ロウィンから始まり、５年生のエリザベスの目か
ら語られる。彼女は９月にニューヨーク郊外のア
パートに引っ越してきたばかりで、親しい友達は
いない。彼女はハロウィンの校内パレードに参加
するために、昼休みの後仮装をして、アパートの
裏にある林を抜けて学校に戻る途中で、枝に座り
足をぶらぶらさせているジェニファに出会う。ジ
ェニファはこの学校に通う唯一の黒人少女である。 
 ここ数年、子どもの英語教室が盛んになったこ
とや、テーマパークが大々的に演出し、マスコミ
も大きく取り上げることから、ハロウィンは日本
においてもお祭り騒ぎをし、仮装を楽しむ一日に
なっているが、６０年代にハロウィンを知ってい
る日本人はほとんどいなかった。アメリカでは１
９世紀にアイルランド移民が持ち込んだ風習が、
１９世紀の後半には今のような形で定着し、子ど
もたちにとっては仮装をして、”Trick or Treating”
を楽しむ一大イベントとなっている。中には異教
的だとしてハロウィンには参加しない家庭もある
が、多くのアメリカ人は信仰している宗教に関わ
らず民間行事の一つとして楽しみ、エリザベスや
ジェニファの通う公立小学校でも生徒たちは全員
パレードをしたり、仮装コンテストに参加する。
（注１） 
 エリザベスの家の裏には白い大きな農園があり、
大邸宅、温室、庭番の家、井戸のある林などがあ
るので、エリザベスのお母さんは「別荘」と呼ん
でいる。ハロウィンを境に毎日この農園でエリザ
ベスに会い、魔女になるための教育を施すジェニ
ファは、エリザベスの目を通して書かれる文を読
んでいると謎めいていて本物の魔女ではないか、
この話はファンタジーではないか、と思えてくる
が、最後に彼女が庭番の娘であることが分かると、
今まで謎だと思えていた全貌が明らかになってく
る。 
 ジェニファが、エリザベスの名前を彼女が名乗
る前から知っていたのは、彼女が転校生でいつも
一人でいたので、目に付く存在であったからだろ
う。更に、ジェニファのために置いておくゆで卵
が、エリザベスが遅刻しそうな日であっても必ず
ジェニファの手に渡り置手紙があること、林の中
の草花や生き物についてのジェニファの深い知識、
冬にスイカがある事実、そして彼女がたった一人、
白人の居住区の学校に通っている理由も、ジェニ
ファが森の中の住人であることを知ればば十分説
明がつくのである。 
 公民権運動は 1963 年のワシントン大行進で一
番盛り上がりを見せたものの、まだまだ目に見え
る形での人種差別が当たり前のように存在してい
たこの時代、いかに進歩的なニューヨーク郊外で
あっても、決して裕福には見えない、むしろ経済
的には困難に思える黒人の少女が、中流の白人居
住区に住むのにはそれなりの理由があったのであ
る。物語の終わりの頃まで、毎週土曜日に一緒に
過ごしているにも関わらず、エリザベスがジェニ
ファの存在を、母親には単に「学校のお友達」と
してほのめかしているのも、異質な存在の彼女を
典型的な白人中流家庭の主婦である母親が受け入
れてくれるのか、不安があったのかもしれない。 
エリザベスのアパートには、大人の前では常に
良い子を演じられる美人だが二面性のあるシンシ
アが住んでいる。クラスで一番小柄なエリザベス
に対しても、小ばかにした態度を取っているが、
エリザベスは常にプライドを持って彼女に接し、
シンシアの小さな意地悪にも決して負けていない。
そんな中、シンシアの外見に騙され、彼女に自分
の娘と友達になって欲しいと思う母親の勧めもあ
り、エリザベスはシンシアの誕生パーティに出席
することになる。 
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パーティのシーンは当時の都会に住む白人中流
家庭の小学生の姿がうかがえて興味深い。ピンク
のドレスを着て、天井からピンクの風船をぶら下
げ、紙皿、紙コップ、ケーキのクリームも全てピ
ンクで統一したこの日の主役シンシアは、椅子取
りゲームでは自らピアノを弾き、ご満悦である。
そして今でも子どものお誕生会で人気のある”Pin 
the Tail on the Donkey”(ロバの尻尾のゲーム)
や”Treasure Hunt”（宝探し）”Clothespin Drop”
（日本語訳では「安全ピン」を落とす、となって
いるが、正しくは「洗濯ばさみ落とし」）などのゲ
ームが行われている。「ロバの尻尾のゲーム」とは、
日本の福笑いやスイカ割りと似ていて、一人の子
どもが目隠しをされ、ぐるぐる回され方向感覚が
なくなった後、ロバの絵の描いてあるところに行
って、紙に書かれた尻尾を正しい位置にピンで留
める遊びである。「洗濯ばさみ落とし」も大変単純
なゲームで、ビンを床に置き、上から洗濯ばさみ
を落として中に入った数を競うものである。ゲー
ムをした後はお誕生日を迎えた子どもが貰ったプ
レゼントを一つずつ開けて招待客の誰から貰った
のか確認しながらお礼を言い、全員で”Happy 
Birthday”を歌ってパーティはお開きになる。 
子どもの文化ではないが、60 年代後半の自然食
ブームに都会の知識人が影響を受けていることを
表しているような記述がある。エリザベスの大お
じさんと大おばさんは健康おたくで、クリスマス
休暇にエリザベスの家に泊まりに来ているにも関
わらず、ご馳走には一切手をつけず、マンハッタ
ンの健康食品専門店で購入し持参した、色々な種、
酢キャベツのジュース、セロリのシロップやはち
みつを、どの順番で食べたら健康に良いのかまで
考慮して時間をかけて食べている姿を、カニグズ
バーグは幾分シニカルに描き出している。     
４「ベーグル・チームの作戦」  
 今ではニューヨークから来たおしゃれな食べ物
として日本でも人気があるベーグルは、東欧系の
ユダヤ人がアメリカにもたらした食べ物である。
ベーグルがまだ日本で全く馴染みが無かった頃に
は、この作品は「ロールパンチームの作戦」とい
う題で出版されていた。自身がニューヨークでハ
ンガリー系ユダヤ人の家庭に生まれたカニグズバ
ーグの描く、都会に住むユダヤ人家庭の様子は、
まるでウッディ・アレン監督の映画を見ているよ
うな印象を読者に与える。 
 この作品はユダヤ教の成人式である「バーミツ
バ」を間近に控えたマーク、ユダヤ名モシエ、と
いう１２歳の少年の目を通して語られる。彼はニ
ューヨーク郊外の普通の公立小学校に通いながら、
ユダヤ教会シナゴーグで行われるヘブライ語学校
に週２回通っており、父は会計士、母は専業主婦、
兄はニューヨーク大学の３年生（注２）という、
恵まれた家庭に暮らしている。 
物語の初めに、兄のスペンサーは急に母親のこ
とを「ベッシー」と呼び始める。自分の子育てが
間違っていたのかと嘆く自分の妻に対し、彼の父
は「息子がヒッピーにならなくて良かった」と話
し、「精神分析医にかかってみたらどうか」「ハー
ブを育ててみたら」とアドバイスするのは、ニュ
ーヨークの中産階級の家庭の雰囲気をよく伝えて
いる。また、食洗器や電話の子機が普通の家庭で
使われていることも、６０年代の日本から見て「豊
かで進んでいるアメリカ」の都会の暮らしの一端
が伺える。 
吉田純子の『アメリカ児童文学家族探しの旅』
には、60 年代から 70 年代にかけて、「主婦たちの
自己発見という内面の旅」が本格的な広がりを見
せ、それが 70 年代初頭から始まる離婚率の上昇
等、家庭に起こる変化に繋がったという記述があ
る。ベッシーは「外の世界を見るように」夫や妹
から勧められ、夜に開かれる婦人会の集会に出か
けていく。彼女が参加した婦人会は、原文で
は”Sisterhood” という言葉が使われている。この
言葉にはウーマンリブの同志の集まり、という意
味もあるので、時代背景を考えると、そういう性
格も若干帯びているかもしれない。 
そして、母親が参加した婦人会から持ち帰った
ニュースは、その年のリトルリーグは婦人会がス
ポンサーになる、そしてスペンサーとマークの母
親がリトルリーグ理事会の承認も得て、ポイン
ト・ボールドウィンチームの監督に就任するとい
う、驚きの内容であった。当時はアメリカでもま
だ女性は野球ができなかったのだ。勿論彼らの母
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親には野球の経験はない。野球ファンというだけ
だ。彼女がコーチに指名したのは長男のスペンサ
ーだった。焦ったスぺンサーがここで母親に向か
って言う言葉が 「台所でじっとしてりゃいいの
に」だ。男性の本音が息子の口を通して語られて
いるようだ。しかし、自己発見の場を見つけた母
親の前で、結局スペンサーが折れ、コーチの任を
引き受ける。まずはポスター作り、メンバー確保
からチーム作りは始まる。お金と時間が十分にあ
る母親たちが、自分の息子をチームに入れ、何と
かして試合に出させようと躍起になる姿が、淡々
と、かつ面白おかしく描き出される。思春期のマ
ークはリトルリーグという自分の領分に、母親が
大きく関与してくることになった事態に戸惑いな
がらも、自分を見失わず、友達や女の子、バーミ
ツバの準備、リトルリーグでの練習や仲間内のト
ラブルなどの問題を何とか乗り越えて、無事にバ
ーミツバの日を迎えることになる。一方、ベッシ
ーは、チームの少年たちから「ベーグル母さん」
と呼ばれ、監督としても慕われる。しかし、最終
的に、せっかく勝った自分のチームで不正が行わ
れていたことを知ったベーグル母さんは、試合の
無効を自ら申し出ることとなる。 
バーミツバ、シナゴーグ、十戒、ラビ、旧約聖
書からの譬え、安息日の礼拝の時には電気器具を
使えない、など、この作品にはユダヤ社会独特の
文化が描かれているが、主な登場人物たちが非常
に宗教的かと言えばそうではなく、価値観は当時
の普通のアメリカ人と同じである。母親のベッシ
ーの「過ぎ越しの祭」の過ごし方はたね無しパン
の用意はするが、かなり簡略化され気ままなもの
である。またポットローストという肉料理とチー
ズケーキを一緒に出す場面が出てくるが、厳格に
規律を守るユダヤ教徒なら豚肉は食べないであろ
うし、牛肉を使っているなら乳製品のチーズケー
キと一緒には食べられないはずである。 
そのような伝統は守りながらも柔軟性のあるユ
ダヤ系移民が主になっているリトルリーグチーム
のニックネームは、”B’nai B’rith team’(ヘブライ
語で「ブリスの息子」)であり、、仲間内では”B’nai 
Bagels”（「ベーグルの息子」）と呼ばれている。し
かしチームには、試合の前に十字を切るカトリッ
ク教徒の双子、雑誌「プレイガール」を友達に見
せることで小銭を稼ぎながらも日曜日には教会に
通う少年など、人種や宗教はバラバラで、すでに
人種のるつぼと化しているニューヨーク近郊の社
会が映し出されている。最先進国の大都会に住む
思春期の少年たちが、幾分形骸化しているとは言
え、それぞれ宗教的な時間を暮らしの中に持って
いることは、アメリカの特徴と言える。 
息子が「プレイガール」のような雑誌に興味を
持つことに対しての３人の母親の態度は、まさし
く三者三様である。過保護でヒステリックに取り
乱すシドニーの母親、ポルスキー夫人、家庭内の
秘密は常に持たないことをモットーに夕食の時に
は家族そろって知的な会話を楽しみ、「プレイガー
ル」は息子に定期購読料を払って与えているバリ
ーの母親、ジェイコブズ夫人、そして息子がベッ
ドのマットレスとスプリングの間に隠しているの
を見つけても、「家の中に自分だけのコーナーを持
つことはそれほど問題ではない、だからと言って
奨励しているわけでもない」と言う態度をとる、
マークの母親、セッツァー夫人である。 
マークはバリーのことは虫が好かないやつと思
っているものの、彼の家庭の知的雰囲気にどこか
劣等感を抱き、敢えて夕食時に社会問題を取り上
げてみるが、家族は誰も乗ってこない。母親に対
しても、バリーの母親のように上品な言葉づかい
で、ご飯もきちんとしたものを作ってくれればよ
いのに、と思っている。しかし、常にフェアであ
る精神を貫く、ベーグル・チームでの母親の監督
ぶりを客観的に見るうちに、彼女を誇らしく思う
ようになる。この作品は、バーミツバを迎えるマ
ークのイニシエーションの物語として位置づけら
れることが多いが、そこにはもちろん、客観的に
家族の素晴らしさを評価できるようになった内面
の成長も含まれる。 
５「ラモーナは豆台風」 
「ラモーナは豆台風」という作品はクリアリー
のロングセラー作品「ゆかいなヘンリーくん」シ
リーズの中の一冊で、ラモーナ・クインビーはヘ
ンリーの同級生であるビーザスの、個性的で元気
な妹である。ラモーナがいよいよ待ちに待った幼
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稚園に今日から通う、というところから、物語は
始まる。 
 ただ日本の「幼稚園」、そしてその英語訳として
用いられている”kindergarten”と、この作品の日
本語訳として使われているアメリカの「幼稚園」
とは性質が違っている。アメリカの場合、多くは
子どもたちが小学校生活に慣れる準備期間として
1 年間通う、公立小学校の付属機関で、午前組か
午後組の二部制になっており、子どもたちは半日
を「幼稚園」で過ごす。従ってラモーナの年齢は
日本でいえば「年長組」の子どもと同じ 5 歳児で
ある。 
日本語訳ではそれ以前にラモーナは「保育園」
に通っていたことになっており、原文で
は”nursery school”という語が使われているが、こ
こでもまた日本の「保育園」、その英語訳
の”nursery school”とラモーナの通っていたもの
は 異 な っ て い る 。 ア メ リ カ の ”nursery 
school”(”pre-school”と呼んでいるところの方が多
いようではあるが)は、”kindergarten”より低年齢
の子どもを対象にした、私立で高額の保育学校で
ある。アメリカは元々「子育て」というプライベ
ートな問題に公的な機関が関与するのが嫌う傾向
があり、日本で考えられるような保育事業は低額
所得者層を対象にしたものだったようである。州
によっても制度は変わり（因みに、16 年後に発表
された「ラモーナとあたらしい家族」によると、
ラモーナ一家はオレゴン州に住んでいることが分
かる）、種類が多いため一概には言えないが、ラモ
ーナの通っていた「保育園」は毎日通う施設では
なく、働く母親が子どもを預ける日本の「保育園」
に相当する”daycare”とは明らかに違っている。そ
してラモーナの母親も、この作品の中では 60 年
代の典型的なアメリカの家庭に暮らす専業主婦と
して描かれている。 
アメリカの新学期の始まりに入学式や始業式は
なく、ラモーナはワクワクしながら幼稚園での初
日を迎える。担任のビネー先生から”Sit here for 
the present.”「さしあたり、ここに座っていなさ
い」と言われた”for the present”のところをプレ
ゼントが貰えると思い込み椅子から立ち上がらな
かったり、ゲームの途中で同じクラスの女の子の
可愛らしい巻き毛を触りたくて引っ張ってしまい、
先生からゲームが済むまでベンチに座らされたり
と、初日から色々な出来事が起きてしまうが、ア
メリカらしいところは、国歌を習うところだろう。 
周知のことではあるが、世界各国からの移民か
ら成るアメリカでは、公立小学校の各教室に星条
旗が掲げてあり、毎朝子どもたちは胸に手を当て
（学校によっては帰る前にも）「国旗に対する忠誠
の誓い」の唱和をするところが多い。60 年代には
アメリカ全土で行われていたものが、今は必ずし
も全国的に、というわけではなさそうだ。しかし
少なくとも南部等保守的な地域では今も必ず行わ
れる活 動である。ま た国歌を歌 うよ り
は、”America, the Beautiful” 等の他の愛国歌を
歌う機会の方が多いようではあるが、ラモーナの
通う幼稚園では、毎朝”Star Spangled Banner”を
歌うことになっている。幼稚園の初日に国歌の練
習をすることは日本では考えられないだろう。こ
の歌詞は 5 歳のラモーナには理解できない。ビネ
ー先生が”dawn’s early light”と歌っているの
を”dawnzer lee light”と聞きとり、”dawnzer”とは
何だろう、と思いながらも、先生と一緒に歌うの
を楽しみにしているのは、微笑ましい。 
 幼稚園2日目にラモーナが一番楽しみにしてい
るのは、”Show and Tell”（見せましょう、話しま
しょう）の活動である。日本でも、子どもを対象
にした英語教室が盛んになって久しいこと、その
後 2011 年から小学校高学年に英語活動が導入さ
れ、さらに 2020 年からは正式教科とされること
が決定したことに伴い、アメリカでは昔から幼稚
園や小学校低学年で行われている”Show and Tell”
の活動を取り入れるところが少しずつ増えている
ようである。”Show and Tell”とは、文字通りクラ
スの前で、家から持参したものを見せて、その説
明する活動であるが、大げさなものを持っていく
必要はなく、見せるのは通学途中で見つけた綺麗
な葉っぱでも、普段愛用しているものでも構わな
い。あくまで、人前で話をし説明をする練習であ
り、アメリカ人は、自分の考えをいかに上手に他
者に伝えるか、質問にはどう受け答えたらよいの
かを幼いころからこの活動を通して学ぶ。自分を
相手に理解させようとする態度は一朝一夕でどう
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にかなるものではなく、やはり幼いころからの教
育で培われるものである。 
 「魔女ジェニファとわたし」のところでも少し
触れたが、アメリカでは幼稚園児にとってもハロ
ウィンはお楽しみの一大イベントである。ラモー
ナもクリスマスと自分の誕生日の次に好きな日が
ハロウィンだ。午前組の生徒であるラモーナは、
オレンジ色の紙でジャコランタンを切り抜いて教
室の窓に貼り、一旦家に帰って腹ごしらえをした
後、”baddest”(“worst”という言葉はまだ知らない)
な魔女に変装し、去年までは見物するしかなかっ
た仮装行列に参加する。 
 アメリカの子どもの乳歯が抜けた時に
は、”tooth fairy”「歯の妖精」がやってきて、枕
もとに置いてある乳歯と引き換えにコインを置い
ていってくれる。今は２５セント硬貨が多いよう
であるが、ラモーナの時代は１０セント硬貨であ
る。歯の妖精は実はお父さんがやっているのだと
思っているラモーナは、その晩に決定的瞬間が見
られることを楽しみにしながら、歯をグラグラさ
せた状態で登園し、予想通り歯は幼稚園で抜けて
しまう。無くさないようにビネー先生に預かって
もらったのだが、その後、同じクラスのスーザン
の巻き毛が引っ張ったあとに戻る様子を見たくて、
ビネー先生から何度も注意されていたにも関わら
ず衝動を抑えられずに引っ張ってしまい、家に帰
されることになる。 
この時ラモーナは幼稚園から一人帰って行くの
だが、「ラモーナは豆台風」を読んでいて、時代の
変化を感じるのは、こういう場面である。そもそ
も登園初日（英語では”school”という言葉が使わ
れているから登校になるが）から、お母さんは、
ラモーナの姉のビーザスとその友達メリージェイ
ンが、彼女を連れて行ってくれれば良いと思って
いるようである。しかしラモーナ自身が、二人が
大人ぶって自分を赤ちゃん扱いするだろう、そん
なことは絶対許せない、本物の大人に連れて行っ
て貰うのでなければ嫌だと言うので、お母さんが
連れていくことになるのだ。ラモーナが大分幼稚
園に慣れたある日、お母さんがビーザスを歯医者
さんに連れていくことになり、ラモーナはたった
一人で登校することになる。お母さんが”quarter 
past eight”(8 時 15 分)丁度に家を出るように言っ
て出かけた後、ラモーナは”quarter”とは２５セン
トのことだから８時２５分に出ればよいと自分で
計算し、遅刻してしまうのであるが、アメリカで
も６０年代には５歳児が一人で登校していたので
ある。同じように６０年代に日本で幼稚園児だっ
た筆者は、幼稚園バスではなく、一人で当たり前
のように公共交通機関のバスに乗り、自宅から３
０分ほどかけて幼稚園に通っていた。今はその幼
稚園も保護者の送り迎えは義務付けられていると
のことである。 
６０年代の子どもを取り巻く環境は日米ともにま
だまだ平和な時代だったのだ。 
 
６  「ラモーナのその後」 
 ラモーナ自身は５歳から８歳まで、たった４歳
しか成長していない設定になっているが、1981
年に書かれた「ラモーナ、八歳になる」ではラモ
ーナを取り巻く環境はかなりの変化を見せている。
ビーザスが中学生になり、ラモーナは夏休みの間
に通学区の変更があったため、スクールバスに乗
って登下校する。そしてお父さんはそれまでの職
場を一旦解雇された後、美術の教員免許を取るた
めに冷凍倉庫でアルバイトをしながら再び大学に
通いだし、お母さんは病院の受付として働いてい
る。 
 夏休み中に校区が変更になるなど、日本では今
でも考えられないことであるが、１９８５年に出
版された関本紀美子の『アメリカ子育て新事情』
によると、カリフィルニア州バークレーの辺りで
も、少子化や私立への流出の所為で、公立の小学
校が閉鎖と校区変更が毎年のように大論議を呼ぶ、
という記述がある(p.89)ところから見て、珍しい
事ではないのだろう。 
 かつてラモーナ母娘と一緒に、まだ赤ん坊のウ
ィラジーンをベビーカーに乗せて、息子ハーウィ
を幼稚園に送って行ってた彼のお母さんも、フル
タイムで仕事をしている。専業主婦が姿を消して
いるのだ。 
 一方子どもたちは一人で家にいると危険なので、
ラモーナはお迎えが来るまで、ハーウィの家で彼
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のおばあちゃんの監督下で放課後を過ごすことに
なる。（注３）ビーザスも放課後はハーウィの家に
行くことになっているが、到着するのが遅く、ま
た着いても宿題をしているので、一人でウィラジ
ーンの相手をさせられるラモーナにとってはスト
レスがたまる時間である。クインビー家では娘た
ちを預かって貰うために、ハーウィのお婆さんに
お金を払っている。 
 そんなラモーナの楽しみは学校でやる“DEAR”
だ。”DEAR”とは”Drop Everything And Read”
の頭文字で、最近日本でも「朝の読書」などとし
て注目を集め、実行している学校も増えている「読
書活動」の一種である。“DEAR”では毎日時間を
決めて、どんな本でも良いから声を出さずに集中
して読む、そして読書感想文は書かなくてよいの
だ。実際この活動を始めて、学力がアップしたと
いう事例が次々報告され、今では実践報告をまと
めた数々の本が日本の店頭にも並んでいる。べバ
リイ・クリアリーは読者からの手紙でこの活動を
知り、ラモーナの日常生活の中に取り入れたよう
だ。（注４） 
 また同じ感想文を発表する授業でも、ラモーナ
のクラスではある本を選び、あらすじは全部言わ
ないで、その本を売るつもりでクラスで発表する
という形をとる。これも最近日本でも盛んになっ
ている「ブックトーク」と似ている。ラモーナは
友達２人を巻き込んでテレビで流れるキャットフ
ードのコマーシャルを真似て見事に発表を終える。
ただラモーナのクラスでは自分で選んだ本ではな
く、先生が割り当てた本を使っていた。そのこと
で、先生が反省する箇所も印象に残る。 
 次に「ゆかいなヘンリーくん」シリーズでラモ
ーナが主人公として描かれる「ラモーナとあたら
しい家族」では、ラモーナは相変わらず３年生な
のだが、出版されたのは 1984 年である。日本に
先んじて少子化が起きているアメリカでは教員の
レイオフが始まっており、お父さんの教師になる
夢は、なかなか叶いそうもない。週末は冷凍倉庫
でダブルシフトで働くお父さんのところに、よう
やく舞い込んだ採用の話は、南オレゴンにある教
室が一つしかない小学校で、1 年生から 8 年生ま
で全学年を担当しなければならない、という条件
だった。ハーウィのおじさんと結婚してアラスカ
に行くことになったビー叔母さんが、オレゴン州
の教員を辞めても、その補充はない。二人の娘と
身重の妻を抱え、最終的にお父さんは夢を諦め、
ショップライトマーケットチェーンの一つで支配
人として働く決意をする。ハーウィのおじさんは
サウジアラビアでお金持ちになって帰ってきて、
この後また油田発掘の為にアラスカに行く予定だ
が、当時の世界情勢を鑑みれば、第二次オイルシ
ョックが背景にあると思われる。それはビーザス
が石油の値段が高い、ということに触れている点
でも伺われる。 
 
７  まとめ 
アメリカの児童文学を読んでいると、登場人物
の子どもたちの多くが、良く言えば自立心が強く
しっかりしているのだが、小生意気で少しでも自
分を年上に見せようと頑張っているのに気づかさ
れる。事実、自分が正しいと思えば、その思いを
周りを気にせず恐れずに主張することが奨励され
ている。日本のように思慮、節度が求められる教
育とは違い、何も言えない“”shy”であることは美
徳どころか矯正されることとして教育されるのだ。
そのために、幼少時から”Show and Tell”の活動を
通して人前で話すことに慣れているアメリカの子
どもは、日本の子どものように、他人と違うこと
を言った時の周りの反応を恐れ、委縮して人前で
話せない、というようなことは少ない。自分の気
持ちや意見を正直に相手に伝え、そのことにプラ
イドを持てるようにする教育は、小学校での美術
館を使った教育や、ラモーナが楽しみにしている
“DEAR”や感想文の発表のさせ方に継承される。 
 今井康夫の日米両国の教科書を比較した『アメ
リカ人と日本人』によると、国語の教科書に現れ
る家族関係や友人関係の描き方にも両国の間には
大きな差がみられる。祖父母に関しては、日本の
教科書では、彼らを大切にしようというテーマが
多いのに対し、アメリカでは人生を語り合う理性
的な存在として登場する。日本でよく見られる父
母は素晴らしい、また亡くなって悲しい、という
テーマは今井が調べた時点では、アメリカの教科
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書には見られなかった。両親の離婚再婚などで家
族関係が複雑に変化することの多いアメリカで、
温かい親子関係は描きにくいのかもしれない。一
方で祖父母が相談相手になるというのは、親に話
せないことを祖父母が代わって聞いていることも
あるだろう。しかし、それだけでなく高齢者が自
立した存在として描かれるのもアメリカらしい。
『クローディアの秘密』の語り手、フランクワイ
ラー夫人は８０歳を過ぎてなお知的で矍鑠として
いるし、ラモーナの祖父も、娘の結婚式が終わっ
たら自分の暮らしやすいカリフォルニアに一人で
さっさと帰っていく。兄弟姉妹の関係においても、
弟や妹は可愛い、兄弟は仲が良い、とする日本の
教科書とは違い、一人一人が別の個人である緊張
関係が描かれる。ここで取り上げた作品にもそれ
は見られ、クローディアとジェイミー、ビーザス
とラモーナ、スペンサーとマーク、そして親世代
の姉妹関係においても、協力はするが対等で、お
互い精神的に独立した存在として描かれる。 
協調性が大きな美徳とされる日本では、友人関
係がテーマの場合、仲良くすることは良いことだ、
という温かい人間関係を中心に描かれるが、アメ
リカの教科書では、友人を作るのには努力が必要
というテーマで書かれるものが多いというのも興
味深い。「魔女ジェニファとわたし」でエリザベス
の母親が、クラスの花形的存在のシンシアと仲良
くするよう娘に努力を求める場面が皮肉的に描か
れ、クラスで浮いた存在になるラモーナに対し、
余計な口出しはせず、小さくても自分の友人問題
は自分で解決させようと見守る両親の姿は好意的
に描かれているのも頷ける。それは個性の尊重に
つながる。 
 チャレンジ精神もまた、アメリカ社会において
大いに奨励されることである。親に心配をかける
家出は、決して褒められた行為ではないが、大き
な秘密を持つことで自分を一回り成長させようと
するクローディアの精神力、そして些細なことで
はあるが日々の新しい出来事に何でも物おじせず
挑戦するラモーナの姿は逞しい。 
 今回取り上げた作品に登場する女の子たちは、
いずれも気が強くプライドが高い。ラモーナは幼
稚園の頃から赤ちゃん扱いされることは毛嫌いす
るし、大人がまるで子どもがそこにいないかのよ
うに当事者である子どもの話をすることも、不愉
快に思う。ハーウィのおじさんが冗談めかしてラ
モーナに接することにもプライドを傷つけられ、
面と向かって抗議する。しかし、特に「魔女ジェ
ニファとわたし」に登場するジェニファは印象的
だ。この作品には、単に高慢ちきな印象を与える
シンシアのような女の子も出てくるが、学校唯一
の黒人であるジェニファ、一番小柄なエリザベス
は、ともに目立つことなく非常に巧妙に、シンシ
アを苛立たせ、時には恥をかかせる。見下されて
いるだけではなく、不愉快な思いをさせられた時
にはしっかり仕返しもするのだ。やられっぱなし
でいてはいけない、負けてはいけな、という考え
もアメリカでは子どもの教育で奨励される。まだ
５年生であり、家庭環境も知的なものとは程遠い
ジェニファの知識が驚くほど深いのは、図書館が
充実していることもあるが、周りの白人の同級生
に決して負けたくないという彼女の強いプライド
の表れである。エリザベスもシンシアの欺瞞性を
見透かし負けていないが、お誕生会の場面では、
エリザベスとシンシアが同じ白人で同じアパート
に住んでいることをジェニファが上手く利用し、
彼女を使って間接的にシンシアに挑戦しているよ
うにも感じられる。 
 国歌を歌う場面は『ラモーナは豆台風』だけで
なく『ベーグル・チームの作戦』にも出てくる。
バーミツバの独唱で大声を出す練習をするために、
マークがスペンサーに命じられるのが国歌斉唱で
ある。スペンサーは足をテーブルに上げたままで
聞こうとするのに対し、マークはそれは不敬だか
ら起立するように言う。マークの前ではだらしな
くしていても、母親が姿を見せるとスペンサーも
起立して胸に手を当てる。木のスプーンを胸に当
て直立不動の姿勢を取る母親とスペンサーは、も
しかすると少しふざけているのかも知れないが、
国歌を聞くときのアメリカ市民としての習慣がこ
んな場面にも垣間見られる。 
 最後に、何事においても客観性を持ち、フェア
であることが、アメリカの教育では一番大切なこ
ととされる点について述べたい。クローディアと
ジェイミーの冷静さ、客観性が素晴らしいのは前
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述した通りだが、幼いながらラモーナも客観的に
家族の問題を把握している。「ベーグル・チームの
作戦」では、自分のチームの不正が判明したとき
に、監督である母親が試合の無効を申し出ること
はすでに述べたが、最初にこの事実に気づいたの
は息子のマークとその女友達である。彼らは冷静
にあらゆる可能性を考え、マークは旧約聖書のエ
サウとヤコブの話を引き合いに出し父親に相談し、
自分の母親が仕組んだことではないと確信してか
ら、母親に実はピッチャーの双子が入れ変わって
試合に勝ったことを分からせる。そしてそれを仕
組んだのが恐らくバリー（あるいは彼の母親）で
あることを、この家族は分かっていても口外しな
い。そして、スペンサーは、バリーは常に大人と
いて自分だけの秘密が無い、大人からの意見に毒
され、でもそれがおかしいと気づくチャンスを持
っていない、と分析する。子どもを常にコントロ
ールしようとする母親は、一見知的で進んでいる
ように見えても、やはりいびつな考えを子どもに
植え付けている。それとは対照的に、マークは母
親が監督になったことで、チームの中で厳しい立
場に立たされることにはなるが、その結果一層努
力して実力を付け成長していくのである。 
 勿論、この小論でアメリカの方が日本より優れ
ていて進歩的だと言いたいわけでは毛頭ない。ス
テレオタイプなものの見方はいけないが、アメリ
カ市民が概して自己主張が強く、個人の自信にあ
ふれた思いが時には行き過ぎてしまい、その結果
国家としても独善的な態度に変わり、傍迷惑な問
題を招くことは、世界的な規模でも良く目にする。
しかし、日本人が協調性を重んじるあまり、他人
の目を気にすることが多く、窮屈な思いをしてい
ることも事実である。英語教育を始める年齢がど
んどん下がっていくが、未だに人前で英語を話す
ことを躊躇う（話せないのではない）日本人が多
いのも、人目を気にすることが大きな原因の一つ
だと思われる。国レベルでも交渉下手で、報道さ
れている内容を苛立たしく思うことが多々あると、
もっと自己主張が上手くできる術を年少時から学
校教育や家庭教育の中で身に着けられたらと、痛
感する。 
 
 
         注                   
１、 子どもに人気のある仮装が日本語訳では「巡
礼」となっているので原文にあたってみる
と”Pilgrim”と書かれていた。頭文字が大文字で書
かれる”Pilgrim”はもちろん「巡礼」ではない。メ
イフラワー号に乗ってアメリカ大陸に渡った入植
者たちのことである。夜に”Trick or Treating”に
出かけるとき、寒いので仮装の上からスキージャ
ケットを着せられたエリザベスが、「インディアン
とへまな交換をした巡礼のような格好になった」
というのも、初期の入植者とネイティブアメリカ
ンとの関係を考えると合点がいく。またこの格好
は現代でも一定の人気がある仮装のようである。 
２、 ここで日本語版では「大学では下級生」と
訳されているが、英語版では”Junior”と書かれてお
り、年齢も２１歳であることから、３年生が正し
い。 
３． 現在、オレゴン州で一人で留守番をしても
違法にならないのは、子どもが１０歳以上の場合
である。 
４． ビバリ ・ークリアリーの誕生日である４月１
２日には、彼女を記念してアメリカ全土で”DEAR”
の活動が行われている。 
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